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レポートの操作

共有可能なスケジュール済みレポートにインベントリページビューを見つけてカスタマ
イズする方法について説明します。

レポートワークフロー

レポートのワークフローを説明するデシジョンツリー。

レポートのクイックスタート

サンプルのカスタムレポートを作成して、各ビューの内容とレポートのスケジュール設
定について学びます。このクイックスタートのレポートでは、アクセス頻度の低いコー
ルドデータが相当量あり、クラウド階層への移動を検討するボリュームを特定しま
す。Performance ： All Volumes ビューを開き、フィルタと列を使用してビューをカス
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タマイズし、カスタムビューをレポートとして保存し、レポートを週に 1 回共有する
ようにスケジュール設定します。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• FabricPool アグリゲートを設定しておく必要があります。また、それらのアグリゲート上にボリュームが
必要です。

このタスクについて

以下の手順に従って、次の操作を実行します。

• デフォルトビューを開きます

• データをフィルタおよびソートして列をカスタマイズします

• ビューを保存します

• カスタムビューに対して生成されるようにレポートをスケジュール設定します

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * Storage * > * Volumes * をクリックします。

2. [ 表示 ] メニューで、 [* パフォーマンス > すべてのボリューム *] を選択します。

3. 「ディスクタイプ」列がビューに表示されることを確認するには、「 * 表示 / 非表示 * 」をクリックしま
す。

他の列を追加または削除して、レポートに必要なフィールドを含むビューを作成します。

4. 「クラウドのおすすめ」列の横にある「ディスクの種類」列をドラッグします。

5. フィルタアイコンをクリックして次の 3 つのフィルタを追加し、 * フィルタの適用 * をクリックします。

◦ ディスクタイプにはFabricPool が含まれます

◦ クラウドに関する推奨事項に階層が含まれて

2



◦ コールドデータが 10GB を超えていま

す

各フィルタは論理積で結合され、すべての条件を満たすボリュームだけが返されます。最大 5 つのフィル
タを追加できます。

6. コールドデータ*列の上部をクリックして結果をソートし、コールドデータが最も多いボリュームがビュ
ーの上部に表示されるようにします。

7. ビューをカスタマイズすると、ビュー名は*保存されていないビュー*になります。ビューに表示されてい
るビューを反映する名前を付けますたとえば 'Vols change tiering policy' のように指定します完了したら、
チェックマークをクリックするか、 * Enter * キーを押してビューを新しい名前で保存します。

8. レポートを * CSV * 、 * Excel * 、または * PDF * ファイルとしてダウンロードし、スケジュール設定また
は共有する前に出力を確認します。

Microsoft Excel （ CSV または Excel ）や Adobe Acrobat （ PDF ）などのインストールされているアプリ
ケーションでファイルを開くか、ファイルを保存します。

ビューを Excel ファイルとしてダウンロードすると、複雑なフィルタ、ソート、ピボット
テーブル、グラフを使用してレポートをさらにカスタマイズできます。Excel でファイルを
開いたら、高度な機能を使用してレポートをカスタマイズします。問題がなければ、 Excel

ファイルをアップロードします。このファイルはカスタマイズされており、レポートの実
行時にビューに適用されます。

Excel を使用したレポートのカスタマイズの詳細については、 _ Microsoft Excel レポートのサンプル _ を
参照してください。

9. インベントリページの * スケジュール済みレポート * ボタンをクリックします。オブジェクトに関連する
スケジュール済みレポート（この場合はボリューム）がすべてリストに表示されます。
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10. [ * スケジュールの追加 * ] をクリックして、新しいレポートのスケジュール特性を定義できるように、 [

レポートスケジュール * ] ページに新しい行を追加します。

11. レポートの名前を入力し、他のレポートフィールドに情報を入力して、チェックマーク（ ）をクリック
します。

レポートはテストとしてすぐに送信されます。その後、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の
受信者に E メールで送信されます。

CSV 形式のサンプルレポートを次に示します。

PDF 形式のサンプルレポートを次に示します。

完了後

レポートに表示された結果を基に、 ONTAP システムマネージャまたは ONTAP CLI を使用して、特定のボリ
ュームの階層化ポリシーを「 auto 」または「 all 」に変更し、より多くのコールドデータをクラウド階層にオ
フロードできます。

スケジュール済みレポートを検索しています

スケジュール済みレポートは、名前、ビュー名、オブジェクトタイプ、または受信者で
検索できます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、 * ストレージ管理 * > * レポートスケジュール * をクリックします。

2. [ スケジュール済みレポートの検索 *] テキストフィールドを使用します。
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レポートを検索する条件 試用してください

スケジュール名 レポートスケジュール名の一部を入力します。

ビュー名 レポートビュー名の一部を入力します。デフォルト
ビューとカスタムビューがビューリストに表示され
ます。

受信者 E メールアドレスの一部を入力します。

ファイルタイプ 「 PDF 」、「 CSV 」、または「 XLSX 」と入力
します。

3. 列見出しをクリックすると、その列でスケジュール名や形式などのレポートを昇順または降順でソートで
きます。

レポートのカスタマイズ

さまざまな方法でビューをカスタマイズして、 ONTAP クラスタの管理に必要なすべて
の情報を含むレポートを作成できます。

デフォルトのインベントリページまたはカスタムビューで開始し、列の追加や削除、列の順序変更、データの
フィルタリング、特定の列での昇順または降順のソートなどを行ってカスタマイズします。

Unified Manager 9.8 以降では、 Excel のビューをダウンロードして、高度な機能を使用してカスタマイズす
ることもできます。完了したら、カスタマイズした Excel ファイルをアップロードします。そのビューを使用
してレポートをスケジュールすると、カスタマイズした Excel ファイルを使用して、共有可能な堅牢なレポー
トが作成されます。

Excel を使用したレポートのカスタマイズの詳細については、 _ Microsoft Excel レポートのサンプル _ を参照
してください。

レポートを管理するには、アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要で
す。

列のカスタマイズ

*Show/Hide * を使用して、レポートで使用する列を選択します。インベントリページで
列をドラッグして並べ替えることができます。

手順

1. 列を追加または削除するには、 * 表示 / 非表示 * をクリックします。
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2. インベントリページで、列をドラッグしてレポートで必要な順序に並べ替えます。

3. 保存されていないビューに名前を付けて変更を保存します。

データのフィルタリング

データをフィルタして、レポートの要件を満たしていることを確認します。フィルタリ
ングすることで関心のあるデータのみを表示できます。

手順

1. フィルタアイコンをクリックして、表示する結果を絞り込むフィルタを追加し、 * フィルタの適用 * をク
リックします。

2. 保存されていないビューに名前を付けて変更を保存します。

データのソート

結果をソートするには、列をクリックし、昇順または降順を指定します。データをソー
トすることで、レポートに必要な情報に優先順位を付けることができます。
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手順

1. 列の上部をクリックして結果をソートし、最も重要な情報がビューの上部に表示されるようにします。

2. 保存されていないビューに名前を付けて変更を保存します。

検索を使用してビューを絞り込みます

目的のビューが表示されたら、 [ 検索 ] フィールドを使用してレポートに含める結果を
絞り込むことができます。

手順

1. レポートのベースとして使用するカスタムビューまたはデフォルトビューを開きます。

2. 検索フィールドに入力して、ビューに表示されるデータを絞り込みます。表示されている任意の列に部分
データを入力できます。たとえば、名前に「 US_East 」を含むノードを検索するには、全ノードのリス
トを絞り込むことができます。

検索結果はカスタムビューに保存され、スケジュール済みレポートで使用されます。

3. 保存されていないビューに名前を付けて変更を保存します。

Excel を使用してレポートをカスタマイズする

ビューを保存したら、 Excel ワークブック形式（ .xlsx ）でダウンロードできま
す。Excel ファイルを開くと、 Excel の高度な機能を使用してレポートをカスタマイズ
できます。

作業を開始する前に

Excelブックファイルは、でのみアップロードできます .xlsx 内線番号。

このタスクについて

たとえば、レポートで使用できる Excel の高度な機能には、次のものがあります。

• 複数列ソート

• 複雑なフィルタリング

• ピボットテーブル

• グラフ
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• ダウンロードした Excel ファイルでは、保存した名前ではなく、ビューのデフォルトのフ
ァイル名が使用されます。

◦ の形式で指定します <View Area>-<Day>-<Month>-<Year>-<Hour>-<Minute>-

<Second>.xlsx。

◦ たとえば、という名前のカスタム保存ビューがあります Volumes-not online に

は、というファイル名が付けられています health-volumes-05-May-2020-19-18-

00.xlsx その日時に保存した場合。

• Excel ファイルにシートを追加できますが、既存のシートは変更しないでください。

◦ 既存のシートは変更しないでください。 data および info。代わりに、作成した新し
いページにデータをコピーします。

◦ 上記の規則の例外の 1 つは、「 data 」ページで数式を作成できることです。データペ
ージの数式を使用して、新しいページにグラフを作成します。

◦ 新しいシートに名前を付けないでください data または info。

• カスタマイズされた Excel ファイルが存在する場合は、 [* レポート > Excel * のアップロー
ド ] メニュー項目の横にチェックマークが表示されます。Excel ファイルをダウンロードす
ると、カスタマイズされたバージョンが使用されま

す。

手順

1. レポートのベースとして使用するデフォルトビュー、カスタムビュー、または保存ビューを開きます。

2. [* レポート >] > [ Excel のダウンロード *] を選択します。

3. ファイルを保存します。

ファイルがダウンロードフォルダに保存されます。

4. 保存したファイルを Excel で開きます。

ファイルを新しい場所に移動しないでください。別の場所で作業を行っている場合は、ファイルをアップ
ロードする前に元のファイル名を使用してファイルを元の場所に保存し直してください。

5. 複雑な並べ替え、レイヤーフィルター、ピボットテーブル、グラフなどの Excel 機能を使用して、ファイ
ルをカスタマイズします。詳細については、 Microsoft ® Excel のマニュアルを参照してください。

6. *Reports *>*Upload Excel * を選択し、変更したファイルを選択します。

最新のダウンロード済みファイルは、同じファイルの場所からアップロードされます。
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7. スケジュールレポート機能を使用して、テストレポートを送信します。

レポートのダウンロード

レポートをダウンロードして、データをカンマ区切り値（ CSV ）ファイル、 Microsoft

Excel （ .xlsx ）ファイル、または PDF ファイルとしてローカルドライブまたはネット
ワークドライブに保存できます。CSV ファイルと XLSX ファイルは、 Microsoft Excel

などのスプレッドシートアプリケーションで、 PDF ファイルは Adobe Acrobat などの
リーダーで開くことができます。

手順

1. [*Reports] ボタンをクリックして、次のいずれかの方法でレポートをダウンロードします。

を選択します 目的

CSV をダウンロードします レポートを CSV ファイルとして保存します。

PDF をダウンロードします レポートを .pdf ファイルで保存します。

Excel をダウンロードします レポートを Microsoft Excel (XLSX) ファイルとして
保存します。
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